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例言

１ 　本書は、長
なが

野
の

県
けん

安
あ

曇
づみ

野
の

市で平成30年度に実施した埋蔵文化財保護事業の報告書である。

２　本書の編集は、安曇野市教育委員会教育部文化課文化財保護係が行った。執筆は土屋和章が担当し、

山下泰永が統括した。

3　本書で使用した主な引用・参考文献は、巻末に一括して掲載した。

４　本書掲載の調査に関する出土遺物及び事務書類、記録類は安曇野市教育委員会が保管している。

５　調査全般にわたり以下の方々から、ご指導・ご協力をいただきました。（敬称略・五十音順）

大澤慶哲、白鳥章、原明芳、百瀬新治、山田真一

凡例

１ 　調査及び本書での遺構名は、次の略号を使用している。

SI：竪穴建物跡

２　遺物の法量表示について、観察表中では次のように記載した。

口径等の「実 /復」欄　　実：残存箇所を計測した場合　復：図上復元した場合

器高の「完 /残」欄　　完：完形資料を計測した場合　残：残存高を計測した場合

3　本書実測図で、遺物は次の基準を準用し表現した。また、縮尺は各図に示した。

縄文土器・弥生土器・土師器
断面無地

須恵器　断面黒
緑釉陶器　断面灰色（50％） 灰釉陶器　断面灰色（18％）

弥生土器赤彩　灰色（40％） 黒色土器　灰色（60％）

４ 　土器の記載では、器形について「形土器」の表記を省略した。

例　甕形土器：甕　　高坏形土器：高坏

５　石器石材等の記載では、慣例に従い「黒曜岩」を「黒曜石」と表記した。

６　土層の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版　標準土色帖』に準じた。

７　本書では、平成１７年（２00５）１0月 １ 日の町村合併より前の旧郡名・旧町村名について「旧」を省略

し、「東筑摩郡」、「明科町」のように表記した。

８　本書掲載の地形図は個別の記載のない場合、安曇野市都市計画基本図（ １ /２,５00）を基図とし、調

製したものである。

９　文献引用等に際し、各機関の名称を以下のように省略した。

埋蔵文化財センター：埋文セ　　教育委員会：教委　　編纂委員会：編纂委
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第 1章　平成30年度埋蔵文化財保護事業

1　埋蔵文化財保護事業の概要

（ 1）事務局の体制

平成30年度の安曇野市における埋蔵文化財保護事業は、安曇野市教育委員会教育部文化課文化財保護

係が担当した。体制は次のとおりである。

事務局　安曇野市教育委員会教育部　文化課

　　　　那須野雅好（文化課長）、山下泰永（文化課課長補佐兼文化財保護係長）

　　　　土屋和章、横山幸子、佐藤眞弓（以上、文化財保護係）

作業参加　田多井智恵、細尾みよ子、宮下智美（以上、平成 30 ～令和元年度）、

　　　　　白鳥章（平成30年度）、望月裕子（令和元年度）

（ 2）地理的環境と遺跡の立地

安曇野市は平成１７年（２00５）１0月 １ 日に豊
とよ

科
しな

町
まち

、穂
ほ

高
たか

町
まち

、三
み

郷
さと

村
むら

、堀
ほり

金
がね

村
むら

、明
あか

科
しな

町
まち

の ５ 町村が合併し

て誕生した市で、長野県のほぼ中央部に位置し、北は大
おお

町
まち

市
し

、松
まつ

川
かわ

村
むら

、池
いけ

田
だ

町
まち

、生
いく

坂
さか

村
むら

、筑
ちく

北
ほく

村
むら

、南は

松
まつ

本
もと

市
し

に隣接する。地形的には松本盆地の中ほどにあり、西は飛
ひ

騨
だ

山脈、東は筑
ちく

摩
ま

山地に囲まれる。松

本盆地は、縁辺部から流れる複数の河川が運搬した堆積物が形成している。

安曇野市内に所在する遺跡は、現在3９８箇所が周知の埋蔵文化財包蔵地となっており、縄文時代早期

から現代に至る。縄文時代の遺跡は、主として飛騨山脈山麓の扇状地扇頂付近及び犀
さい

川
がわ

以東の河岸段丘

上に多く立地しており、過去の調査から、縄文時代中期に隆盛を極めたことがわかる。弥生時代になる

と遺跡数は減少し、集落の立地も扇状地扇央及び扇端へ移る。生業形態の変化が遺跡立地の変化に影響

している可能性があり、この集落立地は基本的に現代まで踏襲されている。安曇野市では、前・中期の

古墳は現在までに確認されておらず、後期の群集墳が飛騨山脈山麓や明科地域に分布する。奈良時代以

降は、前時代までの立地を踏襲するように犀川以西の扇端と犀川以東の河岸段丘上に集落が営まれるな

か、明科地域では明科遺跡群明科廃寺と呼ばれる古代寺院の存在が確認されている。また、豊科田
た

沢
ざわ

の

山間部一帯から隣接する松本市域にかけて須恵器窯群が築かれた。

（ 3）平成30年度の概要

平成30年度の安曇野市における発掘調査等の一覧は第 １表に示すとおり、全１８0件であった。このう

ち安曇野市教育委員会が主体となって実施した発掘調査等は合計１７９件である。内訳は、発掘調査 ２件、

試掘１0件、工事立会１２１件、慎重工事４６件となっている。それぞれの位置は、第 １～ ４図に示す。試掘

調査及び工事立会の詳細は、第 ２・ 3章に記載した。発掘調査 ２件については、別途報告する予定である。

また、安曇野市教育委員会が調査主体となった埋蔵文化財保護事業の他に、國學院大學文学部考古学

研究室が穂高古墳群F ９号墳の学術発掘を実施している。
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No. 調査 遺跡 所在地 工事目的等 調査日_自 調査日_至 調査主体

● １ 工事立会 北才の神遺跡 穂高６７１２番 １ 外 ２ 筆 宅地造成 ２0１８0２0６ ２0１８0４0２ 市教委

● ２ 工事立会 宮脇遺跡 穂高６６3５番 3 外 １ 筆 個人住宅 ２0１８0４03 ２0１８0４03 市教委

● 3 工事立会 穂高神社境内遺跡 穂高６0１５番１９ ガス・水道・電気等 ２0１８0４0４ ２0１８0４0４ 市教委

● ４ 工事立会 上手木戸遺跡 豊科南穂高６８２3番 １ 付近 道路 ２0１８0４0４ ２0１８0４0４ 市教委

● ５ 工事立会 北才の神遺跡 穂高２４９４番２0 個人住宅 ２0１８0４0５ ２0１８0４0５ 市教委

● ６ 工事立会 等々力町巾上巾下遺跡 穂高４５７0番 ２ 外 １ 筆 道路 ２0１８0４0５ ２0１８0４0５ 市教委

▲ ７ 慎重工事 藤塚遺跡 穂高６８２3番１3 個人住宅 ２0１８0４0５ ２0１８0４0５ 市教委

▲ ８ 慎重工事 藤塚遺跡 穂高６８２3番１６ 個人住宅 ２0１８0４0６ ２0１８0４0６ 市教委

● ９ 工事立会 みどりヶ丘遺跡 明科七貴７２２２番30 個人住宅 ２0１８0４0９ ２0１８0４0９ 市教委

●１0 工事立会 正島遺跡 穂高８７９番 １ 個人住宅 ２0１８0４１0 ２0１８0４１0 市教委

●１１ 工事立会 鳴沢A遺跡 三郷小倉６５２９番 １ 外 ２ 筆 その他の建物 ２0１８0４１3 ２0１８0４１3 市教委

●１２ 工事立会 藤塚遺跡 穂高６７２１番１６ 個人住宅 ２0１８0４１８ ２0１８0４１８ 市教委

●１3 工事立会 北才の神遺跡 穂高２４９２番 ５ 先外 道路 ２0１８0４２3 ２0１８0４２3 市教委

●１４ 工事立会 塩川原遺跡 明科七貴７3６５番 ７ 他 １ 筆 個人住宅 ２0１８0４２3 ２0１８0４２3 市教委

▲１５ 慎重工事 等々力町巾上巾下遺跡 穂高４５９７番 ２ その他の建物 ２0１８0４２４ ２0１８0４２４ 市教委

▲１６ 慎重工事 藤塚遺跡ほか 穂高６７６５番 ２ 先 その他の建物 ２0１８0４２４ ２0１８0４２４ 市教委

●１７ 工事立会 明科遺跡群栄町遺跡 明科中川手４２６９番 個人住宅 ２0１８0５0８ ２0１８0５0８ 市教委

▲１８ 慎重工事 藤塚遺跡 穂高６８２3番１５ 個人住宅 ２0１８0５0９ ２0１８0５0９ 市教委

●１９ 工事立会 芝宮南遺跡 穂高７２１７番 １ 外１3筆 学校建設 ２0１８0４0９ ２0１８0５１0 市教委

●２0 工事立会 穂高神社境内遺跡 穂高５９８６番 ４ の一部 個人住宅 ２0１８0５１0 ２0１８0５１0 市教委

▲２１ 慎重工事 上手木戸遺跡 豊科高家3９４４番 3 個人住宅 ２0１８0５１0 ２0１８0５１0 市教委

●２２ 工事立会 馬場街道遺跡 穂高７９４番 ８ 外 １ 筆 個人住宅 ２0１８0５１１ ２0１８0５１１ 市教委

▲２3 慎重工事 山崎遺跡 穂高牧１７６７番 １ 先外 道路 ２0１８0５１１ ２0１８0５１１ 市教委

●２４ 工事立会 藤塚遺跡 穂高２４0４番 ４ 先 道路 ２0１８0５１４ ２0１８0５１４ 市教委

●２５ 工事立会 日光寺跡 豊科７２0番 3 先外 道路 ２0１８0５１４ ２0１８0５１４ 市教委

●２６ 工事立会 宮城遺跡 穂高有明７0２８番 ガス・水道・電気等 ２0１８0５１４ ２0１８0５１４ 市教委

●２７ 工事立会 上手木戸遺跡 豊科南穂高１１７番 １ 個人住宅 ２0１８0５１７ ２0１８0５１７ 市教委

●２８ 工事立会 上手堀屋敷跡 豊科７７７番 １ 外 １ 筆 宅地造成 ２0１８0５１７ ２0１８0５１７ 市教委

●２９ 工事立会 小瀬幅遺跡 豊科田沢４８４0番 １ 外 ５ 筆 個人住宅 ２0１８0５１７ ２0１８0５１７ 市教委

●30 工事立会 明科遺跡群栄町遺跡 明科中川手４１６１番１１ 個人住宅 ２0１８0５２５ ２0１８0５２５ 市教委

▲3１ 慎重工事 北才の神遺跡 穂高２４９４番１７ 個人住宅 ２0１８0５２８ ２0１８0５２８ 市教委

●3２ 工事立会 光遺跡 豊科光１４２3番 ２ その他開発 ２0１８0５２９ ２0１８0５２９ 市教委

●33 工事立会 四反田遺跡 穂高９９3番２８ 個人住宅 ２0１８0５２９ ２0１８0５２９ 市教委

●3４ 工事立会 等々力町巾上巾下遺跡 穂高４６１3番 ２ 個人住宅 ２0１８0６0４ ２0１８0６0４ 市教委

●3５ 工事立会 北才の神遺跡 穂高２５１２番 １ 外 １ 筆 その他開発 ２0１８0６0１ ２0１８0６0７ 市教委

第 1表　平成30年度発掘調査等一覧
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●3６ 工事立会 明科遺跡群上郷遺跡 明科中川手3５５１番 ４ 個人住宅 ２0１８0６１１ ２0１８0６１１ 市教委

▲3７ 慎重工事 等々力町巾上巾下遺跡 穂高４５９3番 １ 外 ２ 筆 個人住宅 ２0１８0６１１ ２0１８0６１１ 市教委

▲3８ 慎重工事 四反田遺跡 穂高９９3番２４ 個人住宅 ２0１８0６１２ ２0１８0６１２ 市教委

●3９ 工事立会 堀之内遺跡 穂高１５８４番 １ 個人住宅 ２0１８0６１５ ２0１８0６１５ 市教委

□４0 発掘調査 明科遺跡群明科廃寺 明科中川手3７７９番 個人住宅 ２0１８0５0７ ２0１８0６１８ 市教委

▲４１ 慎重工事 北才の神遺跡 穂高６７１２番 ２ の内 個人住宅 ２0１８0６１８ ２0１８0６１８ 市教委

●４２ 工事立会 町田遺跡 豊科田沢４６８５番 １ 個人住宅 ２0１８0６２１ ２0１８0６２１ 市教委

▲４3 慎重工事 空保木城跡 穂高牧７８3番 ７ 先 道路 ２0１８0６２１ ２0１８0６２１ 市教委

●４４ 工事立会 馬場街道遺跡 穂高７８3番 ６ 外 １ 筆 個人住宅兼工場又は店舗 ２0１８0６２５ ２0１８0６２５ 市教委

●４５ 工事立会 藤塚遺跡 穂高６７７７番 １ 外 ４ 筆 宅地造成 ２0１８0６２６ ２0１８0６２６ 市教委

■４６ 試掘調査 なかじま遺跡 堀金三田１0１７番 個人住宅 ２0１８0６２６ ２0１８0６２６ 市教委

●４７ 工事立会 白山神社横遺跡 三郷明盛２030番 １ 個人住宅 ２0１８0６２７ ２0１８0６２７ 市教委

▲４８ 慎重工事 藤塚遺跡 穂高６８0２番 その他の建物 ２0１８0６２８ ２0１８0６２８ 市教委

▲４９ 慎重工事 法蔵寺館跡 豊科４７８0番 １ 先 道路 ２0１８0７0６ ２0１８0７0６ 市教委

●５0 工事立会 北才の神遺跡 穂高２５3２番 １ 外 3 筆 宅地造成 ２0１８0７0９ ２0１８0７0９ 市教委

■５１ 試掘調査 明科遺跡群栄町遺跡 明科中川手４１７８番 １ 外 ７ 筆 個人住宅 ２0１８0７１0 ２0１８0７１0 市教委

●５２ 工事立会 潮遺跡群新屋遺跡 明科東川手４８２番 １ 外 ２ 筆 個人住宅 ２0１８0７１１ ２0１８0７１１ 市教委

●５3 工事立会 真々部巾下遺跡 豊科高家５03１番 3 先 ガス・水道・電気等 ２0１８0７１２ ２0１８0７１２ 市教委

●５４ 工事立会 塩川原遺跡 明科七貴７30４番 個人住宅 ２0１８0７１７ ２0１８0７１７ 市教委

●５５ 工事立会 藤塚遺跡 穂高６７７８番 3 外 ２ 筆 道路 ２0１８0７１７ ２0１８0７１７ 市教委

▲５６ 慎重工事 藤塚遺跡 穂高６７６５番 １ その他の建物 ２0１８0７１８ ２0１８0７１８ 市教委

■５７ 試掘調査 明科遺跡群栄町遺跡 明科中川手４00４番 ７ 外 １ 筆 道路 ２0１８0７２3 ２0１８0７２3 市教委

●５８ 工事立会 坂がいと遺跡 三郷明盛４９５２番 その他の建物 ２0１８0７２４ ２0１８0７２４ 市教委

●５９ 工事立会 等々力町巾上巾下遺跡 穂高４４１１番 １ その他の建物 ２0１８0７２５ ２0１８0７２５ 市教委

▲６0 慎重工事 明科遺跡群栄町遺跡 明科中川手６８33番６0外 道路 ２0１８0７30 ２0１８0７30 市教委

●６１ 工事立会 上ノ山窯跡群ほか 豊科田沢８１４１番４７3外 その他開発 ２0１８0７3１ ２0１８0７3１ 市教委

●６２ 工事立会 穂高神社境内遺跡 穂高６0６５番 3 集合住宅 ２0１８0８0１ ２0１８0８0１ 市教委

▲６3 慎重工事 明科遺跡群栄町遺跡 明科中川手４１７８番 １ 外 ７ 筆 個人住宅 ２0１８0８0１ ２0１８0８0１ 市教委

●６４ 工事立会 光遺跡群北村遺跡 明科光１４番外 １筆 個人住宅 ２0１８0８0２ ２0１８0８0２ 市教委

▲６５ 慎重工事 上手木戸遺跡 豊科高家3９４４番 ４ 個人住宅 ２0１８0８0６ ２0１８0８0６ 市教委

▲６６ 慎重工事 清水古屋敷遺跡 明科中川手５９0２番先 ガス・水道・電気等 ２0１８0８１3 ２0１８0８１3 市教委

▲６７ 慎重工事 光遺跡群中条遺跡 明科光６２0番 ７ 外 １ 筆 その他開発 ２0１８0８１3 ２0１８0８１3 市教委

□６８ 発掘調査 穂高古墳群F ９号墳 穂高柏原3６５3番 学術研究 ２0１８0８0６ ２0１８0８１６ 國學院大學

●６９ 工事立会 宮脇遺跡 穂高６４７９番１９外 １ 筆 個人住宅 ２0１８0８２0 ２0１８0８２0 市教委

●７0 工事立会 明科遺跡群栄町遺跡 明科中川手４00８番 ６ 付近 道路 ２0１８0８２１ ２0１８0８２１ 市教委

●７１ 工事立会 日光寺跡 豊科６７４番 ２ 個人住宅 ２0１８0９03 ２0１８0９03 市教委
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▲７２ 慎重工事 川岸最氏宅地遺跡 三郷温４１９７番 １ 個人住宅 ２0１８0９03 ２0１８0９03 市教委

▲７3 慎重工事 宮脇遺跡 穂高６４８６番 ６ 個人住宅 ２0１８0９0４ ２0１８0９0４ 市教委

●７４ 工事立会 宮城遺跡 穂高有明７２７１番 １ ガス・水道・電気等 ２0１８0９１２ ２0１８0９１２ 市教委

▲７５ 慎重工事 川岸最氏宅地遺跡 三郷温４１９７番 3 個人住宅 ２0１８0９１3 ２0１８0９１3 市教委

●７６ 工事立会 円証寺跡 豊科５９２９番 １ 外 １ 筆 個人住宅 ２0１８0９１８ ２0１８0９１８ 市教委

▲７７ 慎重工事 猿ヶ城砦址ほか 明科東川手１５５3７番 １ その他開発 ２0１８0９１８ ２0１８0９１８ 市教委

▲７８ 慎重工事 大坪沢遺跡 穂高７0２１番 3 先外 道路 ２0１８0９１８ ２0１８0９１８ 市教委

●７９ 工事立会 坂がいと遺跡 三郷明盛４９６５番 ５ 外 １ 筆 個人住宅 ２0１８0９２0 ２0１８0９２0 市教委

●８0 工事立会 藤塚遺跡 穂高６７６４番 ８ 個人住宅 ２0１８0９２0 ２0１８0９２0 市教委

▲８１ 慎重工事 等々力町巾上巾下遺跡 穂高４２８５番 その他開発 ２0１８0９２0 ２0１８0９２0 市教委

●８２ 工事立会 日光寺跡 豊科６６８番先外 ガス・水道・電気等 ２0１８0９２１ ２0１８0９２１ 市教委

■８3 試掘調査 新林遺跡 穂高牧１９0４番 ２ その他の建物 ２0１８0９２１ ２0１８0９２１ 市教委

●８４ 工事立会 上手屋敷遺跡 明科中川手２２２４番 3 その他の建物 ２0１８0９２５ ２0１８0９２５ 市教委

■８５ 試掘調査 栗の木下遺跡 三郷温２１７６番 １ 宅地造成 ２0１８0９２６ ２0１８0９２６ 市教委

▲８６ 慎重工事 栗の木下遺跡 三郷温２１７６番 １ 宅地造成 ２0１８0９２８ ２0１８0９２８ 市教委

●８７ 工事立会 貝梅道下遺跡 穂高５33１番１3 個人住宅 ２0１８１00２ ２0１８１00２ 市教委

●８８ 工事立会 藤塚遺跡 穂高６８１２番 １ 宅地造成 ２0１８１003 ２0１８１003 市教委

●８９ 工事立会 等々力町巾上巾下遺跡 穂高４５0９番 ９ 外 ９ 筆 道路 ２0１８１00４ ２0１８１00４ 市教委

●９0 工事立会 町田遺跡 豊科田沢４６１６番２６外 １ 筆 個人住宅 ２0１８１00９ ２0１８１00９ 市教委

▲９１ 慎重工事 藤塚遺跡 穂高６８２3番１１ 個人住宅 ２0１８１00９ ２0１８１00９ 市教委

●９２ 工事立会 山崎遺跡 穂高牧１５７3番 １ 外 １ 筆 その他の建物 ２0１８１0１0 ２0１８１0１0 市教委

●９3 工事立会 日光寺跡 豊科６７５番外 １筆 個人住宅 ２0１８１0１２ ２0１８１0１２ 市教委

●９４ 工事立会 上手木戸遺跡 豊科高家3９２１番 １ 個人住宅 ２0１８１0１２ ２0１８１0１２ 市教委

■９５ 試掘調査 光遺跡群北村遺跡 明科光９２番 １ 外 １ 筆 個人住宅 ２0１８１0１６ ２0１８１0１６ 市教委

●９６ 工事立会 天平遺跡 明科光２５７3番１２外 その他開発 ２0１８１0１６ ２0１８１0１６ 市教委

▲９７ 慎重工事 北才の神遺跡 穂高６７１２番 ５ 個人住宅 ２0１８１0１８ ２0１８１0１８ 市教委

●９８ 工事立会 上生野遺跡 明科東川手１3９７６番 個人住宅 ２0１８１0１８ ２0１８１0１８ 市教委

▲９９ 慎重工事 北才の神遺跡 穂高２５５９番 その他の建物 ２0１８１0１８ ２0１８１0１８ 市教委

■１00 試掘調査 光遺跡群北村遺跡 明科光 ６番 １ 個人住宅 ２0１８１0１８ ２0１８１0１８ 市教委

●１0１ 工事立会 北才の神遺跡 穂高２５3２番 １ 外 ２ 筆 個人住宅 ２0１８１0１９ ２0１８１0１９ 市教委

●１0２ 工事立会 北才の神遺跡 穂高２５５７番 １ その他の建物 ２0１８１0２3 ２0１８１0２3 市教委

●１03 工事立会 小岩嶽下木戸遺跡 穂高有明２９７５番 3 ガス・水道・電気等 ２0１８１0２４ ２0１８１0２４ 市教委

□１0４ 発掘調査 三枚橋遺跡 穂高１８00番 ２ 外 ５ 筆 店舗 ２0１８１0１９ ２0１８１03１ 市教委

●１0５ 工事立会 寺裏遺跡 明科南陸郷８１７番 個人住宅 ２0１８１１0１ ２0１８１１0１ 市教委

●１0６ 工事立会 光遺跡群北村遺跡 明科光２６６番 ガス・水道・電気等 ２0１８１１0２ ２0１８１１0２ 市教委

●１0７ 工事立会 上手堀屋敷跡 豊科７７７番 ８ 個人住宅 ２0１８１１0５ ２0１８１１0５ 市教委
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▲１0８ 慎重工事 四反田遺跡 穂高９９3番２3 個人住宅 ２0１８１１0５ ２0１８１１0５ 市教委

▲１0９ 慎重工事 北才の神遺跡 穂高６７１２番 ６ 個人住宅 ２0１８１１0６ ２0１８１１0６ 市教委

▲１１0 慎重工事 町田遺跡 豊科田沢４６１６番30 個人住宅 ２0１８１１0６ ２0１８１１0６ 市教委

●１１１ 工事立会 中在地遺跡 穂高７５3番 ７ 付近 ガス・水道・電気等 ２0１８１１0８ ２0１８１１0８ 市教委

●１１２ 工事立会 明科遺跡群栄町遺跡 明科中川手４１７８番１0外 ６ 筆 個人住宅 ２0１８１１0９ ２0１８１１0９ 市教委

●１１3 工事立会 小瀬幅遺跡 豊科田沢４８５４番 １ ガス・水道・電気等 ２0１８１１0９ ２0１８１１0９ 市教委

●１１４ 工事立会 穂高神社境内遺跡 穂高６030番 3 その他の建物 ２0１８１１１3 ２0１８１１１3 市教委

●１１５ 工事立会 上手木戸遺跡 豊科高家２４７４番外 １筆 ガス・水道・電気等 ２0１８１１１４ ２0１８１１１４ 市教委

▲１１６ 慎重工事 潮遺跡群古屋敷遺跡 明科東川手3２８番 ６ 個人住宅 ２0１８１１１６ ２0１８１１１６ 市教委

●１１７ 工事立会 光城跡 豊科光２１９４番イ - １ - 3 その他開発 ２0１８１１１６ ２0１８１１２0 市教委

●１１８ 工事立会 宮城遺跡 穂高有明７２６3番 １ その他の建物 ２0１８１１２１ ２0１８１１２１ 市教委

●１１９ 工事立会 明科遺跡群栄町遺跡 明科中川手４0９１番 ４ ガス・水道・電気等 ２0１８１１２２ ２0１８１１２２ 市教委

●１２0 工事立会 上手堀屋敷跡 豊科７７７番 １ 外 １ 筆 宅地造成 ２0１８１１２２ ２0１８１１２２ 市教委

●１２１ 工事立会 町屋敷遺跡 明科中川手１７７１番 １ 外 １ 筆 その他農業関係事業 ２0１８１１２７ ２0１８１１２７ 市教委

▲１２２ 慎重工事 ほうろく屋敷遺跡 明科南陸郷33２４番 3 外 １ 筆 ガス・水道・電気等 ２0１８１１２７ ２0１８１１２７ 市教委

■１２3 試掘調査 柏原遺跡 穂高柏原１７８７番 ２ 宅地造成 ２0１８１１２９ ２0１８１１２９ 市教委

■１２４ 試掘調査 等々力町巾上巾下遺跡 穂高４６１４番 ４ 工場 ２0１８１２03 ２0１８１２03 市教委

●１２５ 工事立会 等々力町巾上巾下遺跡 穂高４５0９番 3 地先 道路 ２0１８１２0４ ２0１８１２0４ 市教委

●１２６ 工事立会 宮脇遺跡 穂高６４８４番 ２ の内外 ２筆 個人住宅 ２0１８１２0５ ２0１８１２0５ 市教委

●１２７ 工事立会 藤塚遺跡 穂高６７６４番１５ その他の建物 ２0１８１２１２ ２0１８１２１２ 市教委

●１２８ 工事立会 小瀬幅遺跡 豊科田沢４８４５番 １ 先外 道路 ２0１８１２１７ ２0１８１２１７ 市教委

▲１２９ 慎重工事 潮遺跡群古屋敷遺跡 明科東川手3２８番 ４ 個人住宅 ２0１８１２１７ ２0１８１２１７ 市教委

●１30 工事立会 明科遺跡群栄町遺跡 明科中川手3７33番 １ 個人住宅 ２0１８１２１９ ２0１８１２１９ 市教委

▲１3１ 慎重工事 等々力町巾上巾下遺跡 穂高４６１４番 ４ 外 １ 筆 工場 ２0１８１２２0 ２0１８１２２0 市教委

▲１3２ 慎重工事 明科遺跡群栄町遺跡 明科中川手４１６１番１２ 個人住宅 ２0１８１２２0 ２0１８１２２0 市教委

■１33 試掘調査 明科遺跡群栄町遺跡 明科中川手3９９１番１１ 道路 ２0１８１２２５ ２0１８１２２５ 市教委

●１3４ 工事立会 三柱神社東遺跡 三郷明盛４７７５番 3 その他の建物 ２0１８１２２６ ２0１８１２２６ 市教委

●１3５ 工事立会 明科遺跡群県町遺跡 明科中川手3８４3番 １ 外 ２ 筆 個人住宅 ２0１８１２２７ ２0１８１２２７ 市教委

●１3６ 工事立会 小瀬幅遺跡 豊科田沢４８3７番 3 外 3 筆 ガス・水道・電気等 ２0１８１２２７ ２0１８１２２７ 市教委

●１3７ 工事立会 追堀遺跡 穂高柏原１６６0番 ５ 個人住宅 ２0１８１２２８ ２0１８１２２８ 市教委

●１3８ 工事立会 藤塚遺跡 穂高６７８0番 １ 外 ２ 筆 宅地造成 ２0１９0１0８ ２0１９0１0８ 市教委

●１3９ 工事立会 藤塚遺跡 穂高６７６４番１２ 個人住宅 ２0１９0１0８ ２0１９0１0８ 市教委

●１４0 工事立会 中在地遺跡 穂高７５3番 １ 先外 道路 ２0１９0１0８ ２0１９0１0９ 市教委

●１４１ 工事立会 町屋敷遺跡 明科中川手２７3４番 ５ 個人住宅 ２0１９0１0９ ２0１９0１0９ 市教委

●１４２ 工事立会 潮遺跡群古屋敷遺跡 明科東川手3２８番 ２ ガス・水道・電気等 ２0１９0１１0 ２0１９0１１0 市教委

●１４3 工事立会 明科遺跡群県町遺跡 明科中川手3７４９番 ８ その他開発 ２0１９0１１0 ２0１９0１１0 市教委
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No. 調査 遺跡 所在地 工事目的等 調査日_自 調査日_至 調査主体

▲１４４ 慎重工事 栗の木下遺跡 三郷温２１７６番 3 外 3 筆 ガス・水道・電気等 ２0１９0１１５ ２0１９0１１５ 市教委

●１４５ 工事立会 藤塚遺跡 穂高６８0８番 ガス・水道・電気等 ２0１９0１１７ ２0１９0１１７ 市教委

●１４６ 工事立会 堀金小学校付近遺跡 堀金烏川２８４４番 ６ 個人住宅 ２0１９0１２２ ２0１９0１２２ 市教委

●１４７ 工事立会 追堀遺跡 穂高柏原１５８3番 １ 外 １ 筆 宅地造成 ２0１９0１２５ ２0１９0１２５ 市教委

●１４８ 工事立会 やしき遺跡 明科七貴６１８８番 １ 先 その他農業関係事業 ２0１９0１２５ ２0１９0１２５ 市教委

●１４９ 工事立会 明科遺跡群県町遺跡ほか 明科中川手3７3９番 １ 付近外 道路 ２0１９0１２９ ２0１９0１30 市教委

●１５0 工事立会 野辺沢遺跡ほか 穂高有明７２８0番イ外 その他開発 ２0１９0１3１ ２0１９0１3１ 市教委

●１５１ 工事立会 三柱神社東遺跡 三郷明盛４７７１番 ８ 外 ４ 筆 道路 ２0１９0２0１ ２0１９0２0１ 市教委

●１５２ 工事立会 飯田古宮遺跡 豊科高家１５９番先 農業基盤整備事業 ２0１９0２0４ ２0１９0２0４ 市教委

●１５3 工事立会 潮遺跡群塩田若宮遺跡 明科東川手８８0番１１先 道路 ２0１９0２0６ ２0１９0２0６ 市教委

●１５４ 工事立会 やしき遺跡 明科七貴６４９６番外 その他開発 ２0１９0２0７ ２0１９0２0７ 市教委

●１５５ 工事立会 宮脇遺跡 穂高６４７９番１１付近 ガス・水道・電気等 ２0１９0２１3 ２0１９0２１3 市教委

●１５６ 工事立会 藤塚遺跡 穂高６８１3番 ５ 付近 河川 ２0１９0２１４ ２0１９0２１４ 市教委

▲１５７ 慎重工事 光遺跡群下里館 明科光８４0番 ５ 外 １ 筆 その他開発 ２0１９0２１４ ２0１９0２１４ 市教委

●１５８ 工事立会 藤塚遺跡 穂高６８0６番 １ 外 3 筆 宅地造成 ２0１９0２１５ ２0１９0２１５ 市教委

●１５９ 工事立会 藤塚遺跡 穂高６８１２番 ７ 個人住宅 ２0１９0２１５ ２0１９0２１５ 市教委

●１６0 工事立会 貝梅道下遺跡 穂高５330番 3 外 １ 筆 その他の建物 ２0１９0２１５ ２0１９0２１５ 市教委

●１６１ 工事立会 藤塚遺跡 穂高６７８0番 ８ 道路 ２0１９0２１６ ２0１９0２１６ 市教委

●１６２ 工事立会 北才の神遺跡 穂高２５3２番 １ 外 １ 筆 ガス・水道・電気等 ２0１９0２１９ ２0１９0２１９ 市教委

●１６3 工事立会 宮脇遺跡 穂高６５６８番付近 河川 ２0１９0２２0 ２0１９0２２0 市教委

▲１６４ 慎重工事 光遺跡群北村遺跡 明科光 ６番 １ 個人住宅 ２0１９0２２１ ２0１９0２２１ 市教委

▲１６５ 慎重工事 岩原城址 堀金烏川９７番外 その他開発 ２0１９0２２１ ２0１９0２２１ 市教委

●１６６ 工事立会 藤塚遺跡 穂高６７６４番 3 外 １ 筆 その他開発 ２0１９0２２１ ２0１９0２２２ 市教委

●１６７ 工事立会 宮脇遺跡 穂高１0１0８番 １ 外 １ 筆 宅地造成 ２0１９030４ ２0１９030４ 市教委

●１６８ 工事立会 北才の神遺跡 穂高２５3２番 ５ 外 １ 筆 個人住宅 ２0１９030５ ２0１９030５ 市教委

●１６９ 工事立会 等々力町巾上巾下遺跡 穂高４3７２番 １ 地先 道路 ２0１９030６ ２0１９030６ 市教委

●１７0 工事立会 四反田遺跡 穂高９９２番 １ 付近 道路 ２0１９030８ ２0１９030８ 市教委

●１７１ 工事立会 貝梅道上遺跡 穂高５033番 3 宅地造成 ２0１９030８ ２0１９030８ 市教委

●１７２ 工事立会 光遺跡群北村遺跡 明科光 ６番 １ 個人住宅 ２0１９03１１ ２0１９03１１ 市教委

▲１７3 慎重工事 上手木戸遺跡 豊科高家２５９0番 ２ 外 ２ 筆 ガス・水道・電気等 ２0１９03１3 ２0１９03１3 市教委

●１７４ 工事立会 明科遺跡群栄町遺跡 明科中川手６８１２番５１外 １ 筆 ガス・水道・電気等 ２0１９030７ ２0１９03１５ 市教委

●１７５ 工事立会 上手堀屋敷跡 豊科７７７番１１外 ２ 筆 個人住宅 ２0１９03１８ ２0１９03１８ 市教委

●１７６ 工事立会 三柱神社東遺跡 三郷明盛４８１４番 １ その他の建物 ２0１９03２0 ２0１９03２0 市教委

●１７７ 工事立会 丁田遺跡 三郷温５８２５番 ５ その他の建物 ２0１９03２２ ２0１９03２２ 市教委

▲１７８ 慎重工事 光遺跡群北村遺跡 明科光９２番 １ ガス・水道・電気等 ２0１９03２２ ２0１９03２２ 市教委

▲１７９ 慎重工事 上ノ山窯跡群ほか 豊科田沢８１４１番４７3外 その他開発 ２0１９03２９ ２0１９03２９ 市教委

▲１８0 慎重工事 神谷物見跡 明科南陸郷５６00番3５外８４筆 その他開発 ２0１９03２９ ２0１９03２９ 市教委
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第 ₂章　試掘調査

1　なかじま遺跡（第 1表■₄₆）

堀 金 三 田堀 金 三 田堀 金 三 田 0                                1:2500                             　100m

第 5図　なかじま遺跡試掘位置図

所在地 安曇野市堀金三田１0１７番 調査面積 ９㎡

調査期間 平成30年（２0１８） ６ 月２６日（火） 調査契機 個人住宅

調査参加者 山下泰永、横山幸子、田多井智恵

（ 1）概要

　なかじま遺跡は、飛騨山脈東麓の深
ふか

沢
さわ

左岸に所在する縄文時代及び古代の集落跡である。この遺跡で

は、これまでに発掘調査を実施した記録はない。過去に、縄文時代中期の土器・石器が採集された記録

があるが、詳細位置及び出土深度等は不明である。

　今回の試掘調査は、個人住宅建設に際し浸透桝設置箇所で実施した。深度２８0cmまで掘削した結果、

深度８0～９0cmの第 3層で摩耗した微細土器片や剥片を確認した。第 ４・ ５層は層厚計１00cm以上の礫

層で、さらに下位の第 ６・ ７層でシルトを確認したが、深度が深く安全上の配慮から詳細観察を実施で

きなかった。

　上記の結果から、個人住宅の基礎掘削では埋蔵文化財に新規の影響を与えることはないと判断した。

第 2章　試掘調査
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第 6図　なかじま遺跡調査区配置図
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調査区西壁 582.45ｍ

4

1
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6

調査区北壁
582.45ｍ

4

i 

▼ ▼

▼

-40cm

80cm
90cm

-110cm

-210cm

-250cm

-280cm

-40cm

-120cm

-220cm

-250cm

-280cm

80cm
90cm

1, 現代の造成土
2,10YR2/2 黒褐色シルト
　しまり中、粘性中
　最大径 20cm、平均径 3cm の円礫を含む
　しまり弱、旧流路か
　ビニール片、コンクリート片を含む 
3,10YR3/2 黒褐色シルト
    しまり中、粘性中
    最大径 5cm、平均径 3cm の円礫を含む
    第 2 層より礫の量が少ない
    2mm 程度の摩耗した土器片、黒曜石剥片等遺物を含む  
4,10YR2/1 黒色礫
　しまり弱、粘性強
　基質はシルトで、礫支持
    最大径20cm、平均径3cmの円礫からなる
5,10YR3/3 暗褐色礫
    しまり弱、粘性弱 
    基質は中粒砂で、礫支持
    最大径15cm、平均径3cmの円礫からなる
6, 黒褐色シルト
7, 褐色シルト

i , 礫

※掘削深度が深いため、第 6 層、第 7 層及び i 層は
　地上からの観察のみで詳細不明
※　は遺物確認位置

第 7図　なかじま遺跡土層概念図
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1 　調査状況（東から） 2　調査状況（西から）

7　出土剥片 8　周辺表採遺物

5　完掘状況（西から） 6　完掘状況（南から）

3　調査区西壁 4　調査区北壁
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₂ 　明
あか

科
しな

遺跡群栄
さかえ

町
ちょう

遺跡（第 1表■₅1）

JR 明科駅

国
道

19
号

0                                1:2500                             　100m

第 8図　栄町遺跡試掘位置図

所在地 安曇野市明科中川手４１７８番 １ 外 ７ 筆 調査面積 ９㎡

調査期間 平成30年（２0１８） ７ 月１0日（火） 調査契機 個人住宅

調査参加者 山下泰永、横山幸子、田多井智恵

（ 1）概要

　明科遺跡群栄町遺跡（以下、「栄町遺跡」とする。）は、犀川右岸の河岸段丘上に所在する古墳～平安

時代の集落跡である。この遺跡では、これまでに ４次の発掘調査を実施しており、古墳時代後期の大規

模な集落跡の存在を確認した（安曇野市教委２0１3、２0１４）。

　今回の試掘調査は、個人住宅建設に際し外構の擁壁設置箇所で実施した。試掘箇所は、栄町遺跡第 １

～ ４次発掘調査地点から北東約２00mに位置する。調査の結果、深度１30cmまでは現代のビニールパイ

プ等が混入する造成土で、深度１30～１６0cmに少量の粉末状炭化物を包含する粘土層が存在した。遺構・

遺物は、確認していない。

　上記の結果から、個人住宅の基礎掘削では埋蔵文化財に新規の影響を与えることはないと判断した。
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国
道
19
号

BM
521.490m

1:1000 50m0

第 ₉図　栄町遺跡調査区配置図

1

2

調査区東壁　　　　　　　　　523.35ｍ

-130cm

-160cm

1, 現代の造成土
    ビニールパイプ、ガラス片、現代の陶器片などを含む
2,10YR5/4 にぶい黄褐色粘土
　しまり強、粘性強
　最大径 15cm、平均径 5cm の亜円礫をごくわずかに含む
　炭化物を少量含む
    遺物を含まない 

第10図　栄町遺跡土層概念図

第 2章　試掘調査
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1 　調査前（東から） 2　調査前（南から）

7　調査区遠景（北東から） 8　調査区遠景（南東から）

5　完掘状況（東から） 6　完掘状況（南から）

3　調査前（西から） 4　調査区東壁

第 2章　試掘調査
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3 　明科遺跡群栄町遺跡（第 1表■₅₇）

JR 明科駅

国
道
19
号

0                                1:2500                             　100m

第11図　栄町遺跡試掘位置図

所在地 安曇野市明科中川手４00４番 ７ 外 １ 筆 調査面積 １㎡

調査期間 平成30年（２0１８） ７ 月２3日（月） 調査契機 道路

調査参加者 土屋和章、横山幸子、田多井智恵、勝野辰雄

（ 1）概要

　栄町遺跡は、犀川右岸の河岸段丘上に所在する古墳～平安時代の集落跡である。この遺跡では、これ

までに ４次の発掘調査を実施しており、古墳時代後期の大規模な集落跡の存在を確認した（安曇野市教

委２0１3、２0１４）。

　試掘調査は、道路改良工事に先立ち側溝設置箇所で実施した。施工地にトレンチを設定して調査した

ところ、深度30～８0cmの第 ２ ～ ４層が粘土、深度８0～９５cmの第 ５・ ６層が砂礫の堆積で、このうち

第 ４層から須恵器小破片 ２点が出土した。このため、第 ４層付近で遺構の確認を試みたが、遺構は確認

していない。出土須恵器は小破片であるうえ、摩耗も著しいため主体的な出土状況ではないと判断した。

　上記の結果から、調査地には遺構等は存在せず、本件工事は埋蔵文化財に新規の影響を与えることは

ないと判断した。

第 2章　試掘調査
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第12図　栄町遺跡トレンチ配置図

1

2

調査区南壁　　　　　　　　　524.61ｍ

3

4

5

6

-60cm

-45cm

-30cm

-80cm

-90cm

-95cm

1, 現代の造成土
　ビニール片、現代の陶器片、レンガ片などを含む
2,10YR4/4 褐色粘土
　しまり強、粘性中
　炭化物を微量含む
3,10YR4/4 褐色粘土
    しまり強、粘性中
    10YR5/6 黄褐色粘土粒を多量に含み、第 2 層より黄色味が強い
    1mm 以下の酸化鉄粒を少量含む   
4,10YR5/1 褐灰色粘土
　しまり強、粘性中
　10YR5/6 黄褐色粘土粒を含む
    炭化物及び最大2cmの酸化鉄粒を含む
5,10YR4/2 灰黄褐色細粒砂
    しまり中、粘性強
    最大径10cmの円礫を微量含む
6,10YR4/2灰黄褐色礫
　しまり弱、粘性弱
　基質は粗粒砂で礫支持
　最大径20cm、平均径3cmの円礫からなる
　炭化物を含む

第13図　栄町遺跡土層概念図

第 2章　試掘調査
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1 　調査前（北東から） 2　調査前（西から）

7　埋め戻し状況（西から） 8　出土遺物

5　完掘状況（東から） 6　調査区南壁

3　完掘状況（北から） 4　完掘状況（西から）

第 2章　試掘調査
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₄ 　新
しん

林
ばやし

遺跡（第 1表■₈3）

川窪沢川

BM
680.396m

0                                1:2500                             　100m

第14図　新林遺跡試掘位置図

所在地 安曇野市穂高牧１９0４番 ２ 調査面積 １２㎡

調査期間 平成30年（２0１８） ９ 月２１日（金） 調査契機 駐車場

調査参加者 山下泰永、土屋和章、横山幸子、田多井智恵

（ 1）概要

　新林遺跡は、飛騨山脈東麓の川
かわ

窪
くぼ

沢
さわ

川と芦
あし

ノ沢
さわ

に南北を画された緩斜面に所在する縄文時代の集落跡

である。この遺跡では、これまでに ４次にわたる発掘調査を実施しており、第 １～ 3次調査で、縄文時

代中期後半を中心とした集落跡を確認している（安曇野市教委２0１７、２0１９a）。

　試掘調査は、駐車場造成に伴う排水設備設置箇所で実施した。新林遺跡では、過去の調査で基本層序

を確認している（安曇野市教委２0１７）。今回の調査の結果、観察できた土層は、新林遺跡基本層序の第

Ⅱ層及び第Ⅴ・Ⅵ層で、この層中に遺構・遺物は存在しなかった。これまでの調査成果では、縄文時代

の遺構が第Ⅴ層を掘り込んで構築されるため、この層の形成は縄文時代よりも古く、遺構等も存在しな

いことを確認している。

　上記の結果から、調査地に遺構・遺物は存在しないため、本件工事は埋蔵文化財に新規の影響を与え

ることはないと判断した。

第 2章　試掘調査
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A トレンチ

Bトレンチ

Cトレンチ

A A’

B’B

C’C

1:5000 20m

第15図　新林遺跡トレンチ配置図

A Aʼ671.656ｍ B B
6̓71.656ｍ

C Cʼ
671.656ｍ

Ⅱ

Ⅴ

Ⅱ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅱ

Ⅴ

Ⅵ

A トレンチ北壁 B トレンチ北壁 C トレンチ北壁

新林遺跡基本層序（安曇野市教委 2017）
Ⅰ , 現代の造成土
Ⅱ,10ＹＲ2/2 黒褐色砂質シルト
　 しまり中、粘性中
     褐色砂質シルト（10ＹＲ4/4）をブロック状に含む
　 炭化物を少量含む
Ⅲ,10ＹＲ2/2 黒褐色砂質シルト
　 しまり中、粘性中
　 炭化物を極少量含む
　 径 2 ～ 3cm の亜円礫及び褐色シルトブロック
　 をごく少量含む

Ⅳ,10ＹＲ4/3 にぶい黄褐色砂質シルト
　 しまり中、粘性中
　 Ⅲ層の黒褐色砂質シルトをブロック状に若干含む
Ⅴ,10ＹＲ4/3 にぶい黄褐色砂質シルト
　 しまり中、粘性中
　 径 3 ～ 5cm の角礫を少量含む
　 ロームを主体とする洪水堆積層か？
Ⅵ,10ＹＲ3/4 暗褐色礫混シルト
　 しまりやや強、粘性中
　 最大で径 40cm 程度の角礫を多く含む洪水堆積層

1:40 1ｍ0

第16図　新林遺跡セクション図

第 2章　試掘調査
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1 　調査区全景（北西から） 2　調査区全景（西から）

7　Cトレンチ完掘状況（南西から） 8　Cトレンチ北壁

5　Bトレンチ完掘状況（南西から） 6　Bトレンチ北壁

3　Aトレンチ完掘状況（南西から） 4　Aトレンチ北壁

第 2章　試掘調査
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₅ 　栗
くり

の木
き

下
した

遺跡（第 1表■₈₅）

三郷交番

旧三郷民俗資料館

温
堰

小
田
多
井
堰

JAあづみ温支所

0                                1:2500                             　100m

第17図　栗の木下遺跡試掘位置図

所在地 安曇野市三郷温２１７６番 １ 調査面積 １3㎡

調査期間 平成30年（２0１８） ９ 月２６日（水） 調査契機 宅地造成

調査参加者 山下泰永、横山幸子、白鳥章、田多井智恵、宮下智美

（ 1）概要

　栗の木下遺跡は、黒
くろ

沢
ざわ

川扇状地の扇央に所在する平安時代以降の集落跡である。遺跡は用水路である

小
こ

田
だ

多
た

井
い

堰
せぎ

の東西に広がり、これまでの試掘調査では、堰西側で平安時代後期の集落跡、堰東側で同時

期の土壙墓を確認している（三郷村教委１９９９、２00５）。

　試掘調査は、宅地造成地のうち浸透桝設置箇所で実施した。調査の結果、最も南に位置するBトレ

ンチで、直径２５cm程度の第 3層下面から第 ７層までの掘り込みを確認したが、堆積土中に遺物・炭化

物がなく、輪郭が不明瞭であることから人為的な遺構ではなく樹根跡と判断した。これ以外に、遺構・

遺物は確認していない。

　上記の結果から、調査地に遺構・遺物は存在しないため、本件工事は埋蔵文化財に新規の影響を与え

ることはないと判断した。

第 2章　試掘調査

─�25�─



A トレンチ

Bトレンチ

Cトレンチ

A
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BM1
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611.34m

1:5000 20m

第18図　栗の木下遺跡トレンチ配置図

1

2

3

5
6

7

ⅰ

ⅱ

A Aʼ610.625ｍ
B トレンチ西壁

1

2
3

5
7

A トレンチ西壁

4

1

2

3

7

B トレンチ西壁

6 i 

8

ⅱ

1

3

C トレンチ北壁

8

5

6

-10cm

-20cm
-25cm

-35cm

-70cm

-90cm

-20cm

-30cm

-45cm
-50cm
-55cm

-90cm

-20cm

-30cm

-40cm

-60cm

-90cm

610.635m 610.625m

610.460m

1, 現代の耕作土
2,10YR4/2 灰黄褐色粘土
   しまり中、粘性中
   酸化鉄が濃集する
3,10YR4/2 灰黄褐色シルト
   しまり中、粘性強
   最大径 3cm、平均径 1cm の
　円礫を少量含む
4,10YR4/3 にぶい黄褐色粘土
　しまり中、粘性中
　微量の炭化物を含む
5,10YR3/3 暗褐色礫
   しまり中、粘性中
   最大径 5cm、平均径 3cm の円礫からなる
   礫支持で基質は極細粒砂～シルト
   褐色の粒子を多く含み、明るい色調
6,10YR2/3 黒褐色礫
   しまり強、粘性弱
   最大径 4cm、平均径 2cm の円礫からなる
   礫支持で基質は中粒砂
   鉄が濃集する
7,10YR3/2 黒褐色礫
   しまり弱、粘性中
   最大径 10cm、平均径 3cm の
   円礫～亜円礫からなる
   礫支持で基質は粗粒砂
   淘汰がよく、定向配列を示す
8,10YR3/3 暗褐色礫
　しまり弱、粘性中
　礫支持で基質は粘土
　最大径12cm、平均径5cmの亜円礫からなる
　弱い定向配列を示す
i, 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト
    しまり中、粘性中
    少量の酸化鉄粒を含む
    最大径 3cm の円礫を微量含む
ii,10YR3/3 暗褐色粘土
    しまり中、粘性強
    最大径 2cm の平板状礫を微量含む

1:40 1ｍ0

第1₉図　栗の木下遺跡土層図
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1 　調査地全景（西から） 2　調査地全景（南東から）

7　Cトレンチ完掘状況（北から） 8　Cトレンチ北壁

5　Bトレンチ完掘状況（北から） 6　Bトレンチ西壁

3　Aトレンチ完掘状況（北から） 4　Aトレンチ西壁

第 2章　試掘調査

─�27�─



₆ 　光
ひかる

遺跡群北
きた

村
むら

遺跡（第 1表■₉₅）

国
道
19
号

JR
篠
ノ
井
線

宗林寺

0                                1:2500                             　100m

第20図　北村遺跡試掘位置図

所在地 安曇野市明科光９２番 １ 外 １ 筆 調査面積 ４㎡

調査期間 平成30年（２0１８）１0月１６日（火） 調査契機 個人住宅

調査参加者 横山幸子、白鳥章、田多井智恵、宮下智美

（ 1）概要

光遺跡群北村遺跡（以下、「北村遺跡」とする。）は、犀川右岸の河岸段丘上に所在する縄文時代～近

世の集落跡である。この遺跡では、中央自動車道長野線建設に先立ち長野県埋蔵文化財センターが発掘

調査を実施し、古代の集落跡及び縄文時代の墓域・集落跡を確認している（長野県埋文セ１９９3）。

今回の試掘調査は、個人住宅建設に際し外構の擁壁設置箇所で実施した。試掘箇所は、上記発掘調査

地点から北約４５0mに位置する。調査の結果、深度６0～７0cmまでは現代の造成土で、この下位深度

１00cmまでは礫層であった。いずれの層でも、遺構・遺物は確認していない。

上記の結果から、個人住宅の基礎掘削では埋蔵文化財に新規の影響を与えることはないと判断した。

第 2章　試掘調査
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A トレンチ

Bトレンチ

BM
550.120m

1:5000 20m

第21図　北村遺跡トレンチ配置図

1

2

Aトレンチ北壁
548.38ｍ

1

2

Bトレンチ北壁 548.60ｍ

-70cm

-100cm

-60cm

-100cm

1,10YR3/2 黒褐色礫
　しまり弱、粘性中
　最大径 5cm、平均径 0.5cmの亜円礫からなる
　基質はシルトで、基質支持
　畑造成時の盛土
2,10YR4/3 褐色礫
　しまり弱、粘性中
　最大径 10cm、平均径 0.5cmの淘汰の良い亜円礫からなる
　基質は粘土で、礫支持 

第22図　北村遺跡土層概念図

第 2章　試掘調査
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1 　調査区全景（北から） 2　調査区全景（南東から）

7　Bトレンチ北壁 8　調査区遠景（南西から）

5　Aトレンチ北壁 6　Bトレンチ完掘状況（西から）

3　調査区全景（南から） 4　Aトレンチ完掘状況（西から）

第 2章　試掘調査
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₇ 　光遺跡群北村遺跡（第 1表■100）

国
道
19
号

JR
篠
ノ
井
線

宗林寺

0                                1:2500                             　100m

第23図　北村遺跡試掘位置図

所在地 安曇野市明科光 ６番 １ 調査面積 ４㎡

調査期間 平成30年（２0１８）１0月１８日（木） 調査契機 個人住宅

調査参加者 横山幸子、白鳥章、田多井智恵、宮下智美

（ 1）概要

　北村遺跡は、犀川右岸の河岸段丘上に所在する縄文時代～近世の集落跡である。この遺跡では、中央

自動車道長野線建設に際し長野県埋蔵文化財センターが発掘調査を実施し、古代の集落跡及び縄文時代

の墓域・集落跡を確認している（長野県埋文セ１９９3）。

　今回の試掘調査は、個人住宅建設に際し浸透桝設置箇所で実施した。試掘箇所は、上記発掘調査地点

から北約５５0mに位置する。調査の結果、深度４0cmまでは現代の耕作土で、この下位深度２30cmまで

は砂礫層であった。いずれの層でも、遺構・遺物は確認していない。

　上記の結果から、個人住宅の基礎掘削では埋蔵文化財に新規の影響を与えることはないと判断した。

第 2章　試掘調査
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1

2

調査区南壁　　　　　　　　　
560.093ｍ

-40cm

-230cm

1, 耕作土
2,10YR3/2 黒褐色砂礫
　しまり弱、粘性弱
　礫支持で、基質は細粒砂
　最大径 20cm、平均径 3mm の円礫～亜角礫
　淘汰がよく、1cm 以下の礫が大半を占める
　周辺地域の土による盛土と思われる 

※掘削深が深いため、第 2 層は排出土の観察による

第25図　北村遺跡土層概念図

BM
560.220m

1:5000 20m

第24図　北村遺跡トレンチ配置図

第 2章　試掘調査
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1 　調査区全景（北から） 2　調査区全景（南から）

7　埋戻し状況（北から） 8　埋戻し状況（南から）

5　完掘状況（南から） 6　調査区南壁

3　完掘状況（北から） 4　完掘状況（西から）

第 2章　試掘調査
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₈ 　柏
かしわ

原
ばら

遺跡（第 1表■1₂3）

JR
大
糸
線●

既出遺物出土地点

0                                1:2500                             　100m

第26図　柏原遺跡試掘位置図

所在地 安曇野市穂高柏原１７８７番 ２ 調査面積 ２㎡

調査期間 平成30年（２0１８）１１月２９日（木） 調査契機 宅地造成

調査参加者 土屋和章、横山幸子、細尾みよ子、田多井智恵、宮下智美、望月裕子

（ 1）概要

　柏原遺跡は、烏
からす

川
がわ

扇状地の扇央に所在する古代の集落跡である。この遺跡では、過去に土師器を主体

とした採集遺物があるが、遺構の分布及び深度等は不明である。

　今回の施工地の北東一画が周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲であるため、浸透桝設置箇所で試掘調査を

実施した。調査の結果、旧耕作土の下に層厚約30cmの礫層と層厚約５0cmのシルト層、さらに下位に

最大径２0cmの礫を包含する礫層を確認した。第 １層及び第 ２層に、摩耗した土器微細片（時期不明）

が少量混入していたが、遺構は存在していない。

　上記の結果から、個人住宅の基礎掘削では埋蔵文化財に新規の影響を与えることはないと判断した。

　なお、今回の報告では、今回調査地から南東約４0mの地点で出土したとされる柏原遺跡既出遺物を

掲載する。
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第27図　柏原遺跡トレンチ配置図

1

2

調査区北壁　　　　　　　　　547.785ｍ

3

4

-120cm

-70cm

-40cm

-140cm

1, 耕作土
　摩耗した微細な土器片（時期不明）を含む
2,10YR3/4 暗褐色礫
　しまり弱、粘性中
　基質は極細粒砂で、基質支持
　最大径 10cm、平均径 3cm の円礫～亜円礫からなる
　摩耗した微細な土器片を含む
3,10YR4/3 にぶい黄褐色シルト
    しまり弱、粘性中
    全体的に均質
4,10YR4/4 褐色礫
　しまり弱、粘性弱
　基質は中粒砂で、礫支持
    最大径20cm、平均径5cmの亜円礫からなる

第28図　柏原遺跡土層概念図
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（ 2）既出遺物

1:3 10cm0

1
2 3

4
5

6

7

8

9

10

11

第2₉図　柏原遺跡既出土器

　今回掲載する既出遺物は、１１点である。これは、安曇野市穂高柏原１７８６番 ４ で採集されたもので、詳

細経緯は不明である。この資料についての器種分類は、本書第 3表（p.４９）に準じる。

　 １ は、土師器坏Aで黒斑を有する。口径は１3.７cmである。 ２・ 3 は、黒色土器A埦Aである。体

部から口縁部に向かって直線的に伸びる器形と、やや長めの高台が外側に張る器形が特徴で、この ２点

は同一個体の可能性が高い。 ４～１１は、土師器甕である。このうち、 ４～１0はハケメ調整を有する土師

器甕Bで、口縁部の丁寧な面取り、最大径を体部上半に有する点が共通する。なお、 ６ ～ ８ は同一個

体である。１１は、土師器甕の底部で、内外面にナデ調整を施す。残存箇所が少ないため、ナデ調整を有

する土師器甕Aとした。

　土師器坏・甕の特徴、黒色土器A埦Aの存在から、本資料は松本平古代 ８期に比定できる。
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第 2表　柏原遺跡既出土器観察表

No. 遺構 層位 種別 器種 残存部位 口径
（cm）実 /復

底径
（cm）実 /復

器高
（cm）完 /残

技法の特徴
備考

外面 内面 底部

１ 不明 不明 土師器 坏A 口縁部～底部 １3.７� 復元 ��６.８ 実測 ��3.８� 完形 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り

胎土に細礫を多く含む、全体的に
いびつ、黒斑あり

２ 不明 不明 黒色土器A 埦A 口縁部～体部 １５.４� 復元 不明 ― ��3.3� 残存 ロクロナデ ロクロナデ
+ミガキ＋黒色 不明

胎土に細礫多く見える、 3と同一
個体か

3 不明 不明 黒色土器A 埦 体部～底部 不明 ― ��６.3 実測 ��２.0� 残存 ロクロナデ ロクロナデ
+ミガキ＋黒色

回転糸
切り

底部ロクロ目明瞭、付け高台、 ２
と同一個体か

４ 不明 不明 土師器 甕B 口縁部～体部 ２４.８� 復元 不明 ― ２５.８� 残存 ナデ＋ハケメナデ＋ハケメ 不明
胎土に細礫含む、
外面ハケ単位 ８ /１.６cm、内面ハケ
単位 ８ / ２ cm

５ 不明 不明 土師器 甕B 口縁部～体部 １８.６� 復元 不明 ― ��８.１� 残存 ナデ＋ハケメナデ＋ハケメ・ナデ 不明
輪積跡あり、胎土に細礫含む、
外面ハケ単位１0/１.４cm、内面ハケ
単位 ８ /１.3cm

６ 不明 不明 土師器 甕B 口縁部～体部 ２２.0� 復元 不明 ― ��９.0� 残存 ナデ＋ハケメナデ＋ハケメ 不明
胎土に白い細礫含む、
外面ハケ単位 ８ /１.５cm、内面ハケ
単位 ６ /１.3cm、 ６ ・ ７ ・ ８ は同一
個体

７ 不明 不明 土師器 甕B 口縁部～体部 ２１.２� 復元 不明 ― ��４.５� 残存 ナデ＋ハケメナデ＋ハケメ 不明 胎土に細礫多く見える、 ６・ ７・
８は同一個体

８ 不明 不明 土師器 甕B 口縁部～体部 ２１.８� 復元 不明 ― ��４.８� 残存 ナデ＋ハケメ ナデ＋ハケメ 不明
胎土に細礫多く見える、輪積跡あ
り、外面ハケ単位 ６ /１.７cm、内面
ハケ単位 ５ /0.９cm、 ６ ・ ７ ・ ８は
同一個体

９ 不明 不明 土師器 甕B 口縁部～体部 ２１.４� 復元 不明 ― １２.２� 残存 ナデ＋ハケメナデ＋ハケメ・横ナデ 不明 外面ハケ単位 ８ /１.７cm、内面ハケ
単位 ９ /２.１cm

１0 不明 不明 土師器 甕B 体部～底部 不明 ― １0.６ 復元 ��６.９� 残存 ナデ＋ハケメ 工具ナデ ナデ 輪積跡あり、外面ハケ単位 ５ /１.１cm

１１ 不明 不明 土師器 甕A 体部～底部 不明 ― ��８.８ 復元 ��3.９� 残存 ナデ ナデ ナデ 内面粗いナデ

1 2 3
4

5
6

7 8

11109

第30図　柏原遺跡既出土器写真
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1 　調査地遠景（西から） 2　調査地遠景（北から）

7　トレンチ北壁 8　掘削底面礫確認状況（南から）

5　完掘状況遠景（北東から） 6　トレンチ北壁

3　完掘状況（北から） 4　完掘状況（東から）
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遺跡（第 1表■1₂₄）

国
道

号

穂高病院

（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）

（わさび）

（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）

（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）

（わさび）（わさび）

（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）（わさび）

（わさび）（わさび）（わさび）

147

0                                1:2500                             　100m

第31図　等々力町巾上巾下遺跡試掘位置図

所在地 安曇野市穂高４６１４番 ４ 調査面積 １５㎡

調査期間 平成30年（２0１８）１２月 3 日（月） 調査契機 工場

調査参加者 土屋和章、横山幸子、白鳥章、田多井智恵、宮下智美

（ 1）概要

等々力町巾上巾下遺跡は、烏川扇状地の扇端に所在する縄文・弥生・平安時代の集落跡である。この

遺跡では、これまでに ２次の発掘調査を実施しており、弥生・奈良・平安時代の集落跡及び中世の遺物

を確認した（安曇野市教委２0１８）。第 ２次調査での遺構深度は、中世が８0cm、弥生時代後期が１８0cmで

ある。

今回の試掘調査は、浸透桝設置箇所で実施した。地表下300cmまで掘削したところ、６0～１30cmに

シルト、１30～２６0cmに砂とシルトの互層、２６0～300cmに粘土の堆積を確認した。いずれの層でも、

遺構・遺物は確認していない。

　上記の結果から、本件事業地内に遺構等が存在する可能性は極めて低く、工事が埋蔵文化財に新規の

影響を与えることはないと判断した。
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第32図　等々力町巾上巾下遺跡トレンチ配置図

1

2

調査区南壁　　　　　　　　　
535.32ｍ

3

4

5

6

7

8

-130cm

-80cm

-60cm

-150cm

-200cm

-260cm

-300cm

-220cm

1, 造成土
2, 赤褐色シルト
　しまり中、粘性中
　酸化鉄を含む
3, にぶい黄褐色シルト
    しまり弱、粘性中
4, 明灰色砂
　しまり弱、粘性弱
5, 黄褐色シルト
    しまり弱、粘性中
    上部に鉄が濃集する
6, 明灰色砂
　しまり弱、粘性弱
7,黄褐色シルト
　しまり弱、粘性中
　上部に鉄が濃集する
8,10YR2/1黒色粘土
　しまり中、粘性強

※ 掘削深度が深いため、土層観察は地上からの目視で行った
　 第8層は排出土の観察による

第33図　等々力町巾上巾下遺跡土層概念図
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1 　調査地全景（西から） 2　調査地遠景（東から）

7　埋戻し状況（西から） 8　埋戻し状況（南東から）

5　完掘状況（東から） 6　調査区南壁

3　完掘状況（西から） 4　完掘状況（北西から）
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10　明科遺跡群栄町遺跡（第 1表■133）

国
道
19
号

JR
篠

ノ
井

線

会 田 川

明科交番

廣田神社

0                                1:2500                             　100m

第34図　栄町遺跡試掘位置図

所在地 安曇野市明科中川手3９９１番１１ 調査面積 ７㎡

調査期間 平成30年（２0１８）１２月２５日（火） 調査契機 道路

調査参加者 土屋和章、横山幸子、田多井智恵

（ 1）概要

　栄町遺跡は、犀川右岸の河岸段丘上に所在する古墳～平安時代の集落跡である。この遺跡では、これ

までに ４次の発掘調査を実施しており、古墳時代後期の大規模な集落跡の存在を確認した（安曇野市教

委２0１3、２0１４）。

　今回の試掘は、国道１９号線改良工事にかかる調査である。調査の結果、地表下４0cmで焼土を多く混

入する赤色土層を確認した。明治～大正時代に、一帯で発生した火災の痕跡の可能性が高い。深度

１00cmまで掘削したところ、４0cm以深ではシルト及び粘土の堆積を確認した。この中で、深度８0cm

付近で竹の稈
かん

が埋設されていたが、時期特定はできていない。

　上記の結果から、明確に中世以前に比定できる遺構・遺物は確認していないが、火災層及び竹稈に関

しては、周辺の調査事例を増やし、総合的に検討する必要がある。
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第35図　栄町遺跡トレンチ配置図

竹稈

1:60 2m0

○

1

2

調査区東壁　　　　　　　　　
524.852ｍ

3

4

5
6

7
i 6

7竹

-50cm

-40cm

-10cm

-70cm
-75cm

-85cm

-100cm
1, 砕石
2, 撹乱
　白色粒が混じり、礫が膠着し
　発泡したような数 cmの塊を含む
3,10YR4/6 褐色シルト
    しまり弱、粘性強
    赤みが強く、周囲と明瞭に判別できる
    焼土か  
4,10YR3/1 黒褐色粘土
　しまり強、粘性強
　炭化物を含む
5,10YR4/2灰黄褐色粘土
    しまり強、粘性強
    黄色味の強い部分を斑状に含むが、
　境界は不明瞭

6,10YR3/1黒褐色粘土
　しまり強、粘性強
　径3cmまでの暗色部を
　わずかに含む
7,10YR4/2灰黄褐色粘土
　しまり強、粘性強
　全体的に均質

ⅰ, 10YR3/1黒褐色粘土
　しまり中、粘性強
　第6層と第7層を掘り込む
　竹稈が出土
　竹稈の周辺に炭化物を含む
　

第36図　栄町遺跡トレンチ概要図
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1 　調査地全景（北から） 2　調査地遠景（南から）

7　竹稈炭化物付着状況 8　埋戻し状況（北から）

5　竹稈出土状況（北から） 6　竹稈出土地点東壁

3　完掘状況（北から） 4　調査区東壁

第 2章　試掘調査
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第 3章　工事立会
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第37図　小瀬幅遺跡工事立会位置図

所在地 安曇野市豊科田沢４８3７番 3 外 3 筆 調査面積 １㎡

調査期間 平成30年（２0１８）１２月２７日（木） 調査契機 ガス・水道・電気等

調査参加者 横山幸子、田多井智恵、宮下智美、望月裕子

（ 1）概要

　小瀬幅遺跡は、犀川右岸の河岸段丘上に所在する弥生及び平安時代の散布地である。この遺跡では、

これまでに １次の発掘調査を実施したほか、表面採集遺物を報告した（安曇野市教委２0１９a）。

　今回の調査は、電柱及び支線設置の際の掘削に伴うものである。長野県教委指示では慎重工事となっ

た件であるが、施工中に土器が出土したため、安曇野市教委が緊急で工事立会を実施し、記録作成を実

施した。出土遺物は平安時代の土師器羽釜で、出土位置は深度６0～１00cmの褐色粘土中である。出土

土器は、摩耗が著しく接合ができない状況であった。掘削面積が狭小なため遺構等は確認できていない

が、周囲に当該期の遺構が存在する可能性が高い。
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1

2

掘削部北壁 GL

3

4

▲
▲

-60cm

-30cm

-130cm

-100cm

1, 造成土
2,10YR3/3 暗褐色シルト
　しまり中、粘性中
3,10YR4/4 褐色粘土
    しまり強、粘性強
    遺物片、炭化物を含む
4, 礫
　しまり中、粘性弱
　最大径 10cm、平均径 1cm の円礫からなる
    水が染み出る

※掘削面積狭小のため、第3層、第4層は排土観察による
※　は遺物確認位置▲

第38図　小瀬幅遺跡土層概念図

（ 2）遺物

本件工事立会で出土した土師器破片のうち、資料化可能である ２点を掲載する。破片数は多いが、胎

土・焼成及び器形・調整の特徴から全て同一個体で、土師器羽釜と判断した。

１ は、口縁部破片である。わずかに外反する口縁端部直下に幅約 １ mmで断面が浅いV字形の横走

沈線を １条もつ。胎土には、細礫が目立つ。 ２は、羽釜の鍔の部分である。断面観察から、胴部に貼り

付け後に上下端を丁寧にナデ調整していることがわかる。 １と同様に、胎土に細礫が目立つ。

1:3 10cm0

1

2

第3₉図　小瀬幅遺跡出土土器

1

2

1 　調査地近景（東から） 2　調査状況（南東から）
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遺跡（第 1表●1₄₇）
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第40図　追堀遺跡工事立会位置図

所在地 安曇野市穂高柏原１５８3番 １ 外 １ 筆 調査面積 ５㎡

調査期間 平成3１年（２0１９） １ 月２５日（金） 調査契機 宅地造成

調査参加者 土屋和章、田多井智恵、宮下智美、望月裕子

（ 1）概要

　追堀遺跡は、烏川扇状地の扇央に所在する平安時代の集落跡である。この遺跡では、これまでに １次

の発掘調査を実施したほか、試掘・工事立会等で遺構・遺物の分布が明らかになりつつある（安曇野市

教委２0１９a）。

　今回の調査は、宅地造成に伴うものである。工事立会では、 3箇所で土層観察を実施した。基本層序

は、表土下にシルトの堆積である。土層観察地点のうち上下水道管敷設箇所であるC地点では、深度

７0cm付近のシルト中で人為的な掘り込みを確認し、覆土中から平安時代の土師器・須恵器が多量に出

土した。

上記の結果から、本件施工地内では平安時代の遺構が良好に残存していることを確認した。このため、

今後の土木工事等には留意が必要である。
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第41図　追堀遺跡土層観察地点配置図

1

2

A 地点南壁

1

2

B 地点南壁-GL -GL

1

C 地点南壁 -GL

2

3
（遺構覆土）

-20cm

-90cm

-30cm

-90cm

-30cm

-70cm

-120cm

1, 耕作土
2,10YR4/3 にぶい黄褐色シルト
   しまり中、粘性中
   土師器小片をごく少量含む
   炭化物を少量含む
3,10YR4/3 にぶい黄褐色礫混シルト
   しまり中、粘性中
   径 5 ～ 15cm の亜円礫を若干含む

※ ◀は遺物確認位置

▲

第42図　追堀遺跡土層概念図
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（ 2）遺構

C地点は上下水道管敷設箇所であるため、掘削幅約７0cmと狭小で、遺構の平面形は確認できていな

い。後述する出土土器類の特徴から、竪穴建物跡の可能性が高いが、墓の可能性もある。

（ 3）遺物

今回の調査で出土した遺物のうち、土器類４3点を資料化した。全資料が同一地点・同一層位から出土

したため、一括資料としての価値を有する。器種分類は、中央自動車道関連埋蔵文化財発掘調査の所見

（小平１９９0）を基本にして、以下のとおりとした。

第 3表　器種分類

種類 種別 器種 説明

食膳具
土師器

坏A ロクロ成形で体部から口縁部にかけて直線的に開く。

埦A 体部から口縁部にかけて直線的に立ち上がる。高台は長く外傾する傾向がある。

埦 埦のうち、残存状況が悪く詳細な形態が不明確なもの。

盤A ロクロ調整で口径30～５0cmの大型の器。高い脚台をもつ。

黒色土器A 坏A ロクロ成形の内面黒色土器で、体部から口縁部にかけて直線的に開く。

煮炊具 土師器

甕A 長胴甕で、輪積み成形の後、内外面をナデ調整するもの。

甕B 長胴甕で、器面をハケメで調整するもの。

甕F 球形胴の背の低い甕。器面をヘラミガキするものが多いが、ナデ調整するものもある。

甕 甕のうち、残存状況が悪く詳細な形態が不明確なもの。

貯蔵具
須恵器

甕A 主として卵型の体部を持ち、外面にタタキ目、内面は当て具痕またはナデ調整を観察できる。

甕B 卵形の体部に直立する短い口頚部を付するもの。肩に双耳あるいは四耳を付する。

甕 甕のうち、残存状況が悪く詳細な形態が不明確なもの。

灰釉陶器 壺 灰釉陶器のうち、壺形の体部を持つもの。残存状況が悪く詳細な形態は不明確である。

出土した土器類は、口径１１.５～１3.６cm の土師器坏が主体的で30点を資料化した。今回の分類では、黒

斑を有する坏も土師器とし、黒斑の有無を第 ４表の備考欄に記載した。坏以外に ６点の埦も存在する。

特徴的な器形としては、土師器盤Aが ２点出土した。いずれも口径２８cm前後である。土師器以外には、

黒色土器A坏A、須恵器甕の体部破片が出土した。ただし、灰釉陶器は伴わない。

次に、土師器坏の口径・器高について、口

径・器高がわかる１４点の法量散布を第４3図にま

とめた。ここに、口径だけ判明している ４点を

加えると、 本資料群は口径１１.５～ １3.６cm

（N=１８、平均１２.0４cm、標準偏差0.５１）、器高3.0

～3.９cm（N=１４、平均3.６0、標準偏差0.２６）に

分布する。

上記の土器組成と法量分布から、本件資料群

は松本平古代 ９期に比定できる。
2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

11.0 11.5 12.0 12.5 13.0 13.5 14.0
口径（cm）

器高（cm）

第43図　土師器坏A法量分布
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第44図　追堀遺跡出土土器 1
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第45図　追堀遺跡出土土器 2
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第46図　追堀遺跡出土土器写真
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第 4表　追堀遺跡出土土器観察表

No. 遺構 層位 種別 器種 残存部位 口径
（cm）実 /復

底径
（cm）実 /復

器高
（cm）完 /残

技法の特徴
備考

外面 内面 底部

１ 不明 不明 土師器 坏A 口縁部～底部 １２.0� 復元 ４.６� 復元 3.0� 完形 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り 内面に黒斑、１７と同一個体か

２ 不明 不明 土師器 坏A 口縁部～底部 １１.９� 復元 ５.２� 復元 3.２� 完形 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り

外面に大き目の細礫（雲母）多く含む、
底部ロクロ目明瞭

3 不明 不明 土師器 坏A 口縁部～底部 １１.６� 復元 ５.５� 復元 3.４� 完形 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り 内外面黒斑あり、全体的に砂粒多い

４ 不明 不明 土師器 坏A 口縁部～底部 １１.８� 復元 ５.５� 復元 3.５� 完形 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り

胎土に細礫（長石、雲母）含む、胎土
赤褐色、内外面に黒斑あり

５ 不明 不明 土師器 坏A 口縁部～底部 １２.0� 復元 ５.２� 復元 3.５� 完形 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り

胎土に細礫（長石、雲母）含む、底部
ロクロ目明瞭、底部に大きな礫あり

６ 不明 不明 土師器 坏A 口縁部～底部 １１.９� 復元 ５.0� 実測 3.６� 完形 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り

細礫多く含む、内面および底部に黒斑、
底部ロクロ目明瞭

７ 不明 不明 土師器 坏A 口縁部～底部 １２.５� 復元 ４.８� 実測 3.６� 完形 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り 内外面に黒斑、底部ロクロ目明瞭

８ 不明 不明 土師器 坏A 口縁部～底部 １１.５� 復元 ４.８� 実測 3.７� 完形 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り

口縁の内側ぷっくりしている、
細礫多く含む（雲母、長石、石英）

９ 不明 不明 土師器 坏A 口縁部～底部 １１.９� 復元 ５.3� 実測 3.７� 完形 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り

胎土内面赤褐色、口縁に黒斑あり、底
部ロクロ目明瞭

１0 不明 不明 土師器 坏A 口縁部～底部 １１.８� 復元 ５.0� 復元 3.８� 完形 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り 外面摩耗強い

１１ 不明 不明 土師器 坏A 口縁部～底部 １２.４� 復元 ５.0� 復元 3.８� 完形 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り

内面・底部に黒斑あり、細礫（雲母）
多く含む

１２ 不明 不明 土師器 坏A 口縁部～底部 １２.８� 復元 ４.８� 復元 3.８� 完形 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り

細礫多く含む（長石、雲母、石英）、内
外面に黒斑あり、底部ロクロ目明瞭

１3 不明 不明 土師器 坏A 口縁部～底部 １１.６� 復元 ４.６� 復元 3.９� 完形 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り

全体的に摩耗強、細礫（石英、長石類）
多く含む、内外面に黒斑あり、底部ロ
クロ目明瞭

１４ 不明 不明 土師器 坏A 口縁部～底部 １3.６� 復元 ６.６� 実測 3.９� 完形 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り

内外面に黒斑あり、底部ロクロ目明瞭、
胎土赤褐色強い

１５ 不明 不明 土師器 坏A 口縁部～体部 １１.５� 復元 不明 ― 3.3� 残存 ロクロナデ ロクロナデ 不明 胎土に赤い細礫含む、内外面に黒斑あ
り、１６と同一個体か

１６ 不明 不明 土師器 坏A 口縁部～体部 １２.0� 復元 不明 ― 3.２� 残存 ロクロナデ ロクロナデ 不明 内外面に黒斑あり、１５と同一個体か

１７ 不明 不明 土師器 坏A 口縁部～体部 １２.0� 復元 不明 ― ２.９� 残存 ロクロナデ ロクロナデ 不明 口縁歪んでいる、ロクロ目明瞭、
１と同一個体か

１８ 不明 不明 土師器 坏A 口縁部～体部 １２.0� 復元 不明 ― 3.0� 残存 ロクロナデ ロクロナデ 不明 内外面に黒斑あり、胎土に細礫多く含
む、全体的に摩耗している

１９ 不明 不明 土師器 坏A 体部～底部 不明 ― ４.５� 実測 ２.９� 残存 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り

胎土赤褐色強め、内外面に黒斑あり、
内外面とも摩耗強

２0 不明 不明 土師器 坏A 体部～底部 不明 ― ４.８� 復元 ２.0� 残存 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り

胎土に細礫（石英、長石、雲母）含む、
雲母が多い、底部ロクロ目明瞭

２１ 不明 不明 土師器 坏A 体部～底部 不明 ― ５.0� 復元 １.８� 残存 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り 全体的に歪む、底部ロクロ目明瞭

２２ 不明 不明 土師器 坏A 体部～底部 不明 ― ６.４� 復元 １.５� 残存 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り 外面に黒斑あり、底部凹凸強い

２3 不明 不明 土師器 坏A 体部～底部 不明 ― ５.８� 復元 １.９� 残存 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り

底部歪んでいる、
底部と内面に黒斑あり、２４と胎土似る

２４ 不明 不明 土師器 坏A 体部～底部 不明 ― ５.７� 復元 １.４� 残存 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り

赤い細礫多く含む、底部歪んでいる、
底部ロクロ目明瞭、２3と胎土似る

２５ 不明 不明 土師器 坏A 体部～底部 不明 ― ５.６� 復元 １.１� 残存 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り

胎土に細礫（長石など）含む、底部上
げ底状になる、
胎土乳灰色、内外面に炭痕あり

２６ 不明 不明 土師器 坏A 体部～底部 不明 ― ５.２� 復元 １.９� 残存 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り

胎土に大き目の細礫含む、内面にスス
付着、糸切痕いびつ

２７ 不明 不明 土師器 坏A 体部～底部 不明 ― ４.８� 復元 １.８� 残存 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り

胎土に細礫多く含む、底部ロクロ目明
瞭

２８ 不明 不明 土師器 坏A 体部～底部 不明 ― ５.3� 復元 １.４� 残存 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り 底部凹凸強い

２９ 不明 不明 土師器 坏A 体部～底部 不明 ― ５.５� 復元 ２.４� 残存 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り

墨書土器、胎土に細礫多く含む、底部
ロクロ目明瞭、内外面に黒斑あり

30 不明 不明 土師器 坏A 体部～底部 不明 ― ５.0� 実測 ２.0� 残存 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り

内外面に黒斑あり、摩耗強、
胎土中に細礫あり

3１ 不明 不明 土師器 埦A 口縁部～底部 １４.６� 実測 ６.0� 復元 3.８� 残存 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り

高台貼り付け痕あり、内外面に黒斑あ
り、胎土赤褐色強い、細礫（石英、雲母、
長石）多く含む

3２ 不明 不明 土師器 埦A 口縁部～体部 １５.６� 復元 ７.５� 実測 ５.１� 完形 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り

高台短め、底部ロクロ目明瞭、
底部に細礫による穴あり、口縁から体
部に黒斑あり

33 不明 不明 土師器 埦A 口縁部～体部 １４.0� 復元 不明 ― 3.２� 残存 ロクロナデ ロクロナデ 不明 赤い細礫多く含む、口縁下（外面）に
強いロクロナデ

3４ 不明 不明 土師器 埦A 口縁部～体部 １５.４� 復元 不明 ― ２.５� 残存 ロクロナデ ロクロナデ 不明 胎土に細礫多く含む、3６と同一個体か

3５ 不明 不明 土師器 埦A 体部～底部 不明 ― ７.0� 実測 ２.８� 残存 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り

高台強く外反する、
胎土に細礫（長石、石英、雲母）多く含む

3６ 不明 不明 土師器 埦 体部～底部 不明 ― ７.４� 復元 １.４� 残存 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸
切り

胎土に細礫（長石、雲母など）多く含む、
高台貼り付け痕あり、3４と同一個体か
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1 　A地点調査状況（南から） 2　A地点南壁

5　C地点調査状況（北東から） 6　C地点調査状況（東から）

3　B地点南壁 4　C地点調査状況（北東から）

No. 遺構 層位 種別 器種 残存部位 口径
（cm）実 /復

底径
（cm）実 /復

器高
（cm）完 /残

技法の特徴
備考

外面 内面 底部

3７ 不明 不明 土師器 盤A 口縁部～体部 ２７.８� 復元 不明 ― ６.５� 残存 ロクロナデ ロクロナデ 不明 胎土に細礫多く含む、口縁に沈線あり、
所々に黒斑あり

3８ 不明 不明 土師器 盤A 口縁部～体部 ２８.４� 復元 不明 ― ５.９� 残存 ロクロナデ ロクロナデ 不明 内外面に黒斑あり、全体的にロクロ目
明瞭、胎土に細礫含む

3９ 不明 不明 黒色土器A 坏A 口縁部～底部 １２.４� 復元 ５.７� 実測 ５.0� 完形 ロクロナデ ロクロナデ+ミガキ＋黒色
回転糸
切り 暗文あり、胎土内外ともに赤褐色

４0 不明 不明 黒色土器A 坏A 体部～底部 不明 ― ５.3� 復元 １.２� 残存 ロクロナデ ロクロナデ+ミガキ＋黒色
回転糸
切り 暗文あり、底部ロクロ目明瞭

４１ 不明 不明 黒色土器A 坏A 体部～底部 不明 ― ６.3� 復元 １.８� 残存 ロクロナデ ロクロナデ+ミガキ＋黒色
回転糸
切り 暗文なくミガキ＋黒色処理のみ

４２ 不明 不明 須恵器 甕B 体部 不明 ― 不明 ― 3.１� 残存 ロクロナデ ロクロナデ 不明 耳貼り付け痕あり

４3 不明 不明 須恵器 甕 体部 不明 ― 不明 ― ２８.１� 残存 タタキ ナデ 不明 輪積跡あり
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第47図　藤塚遺跡工事立会位置図

所在地 安曇野市穂高６７６４番 3 外 １ 筆 調査面積 ５㎡

調査期間 平成3１年（２0１９） ２ 月２１日（木）～ ２月２２日（金） 調査契機 駐車場

調査参加者 土屋和章、横山幸子、田多井智恵、宮下智美、望月裕子

（ 1）概要

藤塚遺跡は、烏川扇状地の扇央に所在する古墳時代及び平安時代の集落跡である。この遺跡では、こ

れまでに ２次の発掘調査を実施し、当該期の集落跡を確認している（安曇野市教委２00９）。

今回の調査は、公共施設の駐車場造成に伴うもので、擁壁及びスロープの設置箇所で土層観察を実施

した。このうち、北側のスロープ・擁壁設置箇所で １× ５ mの掘削を実施したところ、深度６0cmで人

為的な掘り込みを確認した。平面規模は、東西3７0cm以上で東側が掘削範囲外に延びる。平面形は不

明であるが、確認した規模から竪穴建物跡の可能性が高く、遺構名を SI １ とした。覆土は粉末状炭化

物を多く包含し、土器片も少量出土した。出土土器は、いずれも小破片で詳細な時期は不明であるが、

奈良・平安時代に属すると推定できる。

上記の結果から、施工者と保護協議を実施し、設計よりも掘削深度を浅くして遺構を現状保存するこ

ととした。
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第48図　藤塚遺跡調査区位置図
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-50cm

-60cm

-70cm

1, 造成土
2,2.5YR4/2 暗灰黄色砂質シルト
   しまり強、粘性弱
   最大 3cm の円礫を少量含む
   旧耕作土か
3,10YR4/3 にぶい黄褐色シルト
   しまり強、粘性中
   最大径 3cm の亜円礫を少量含む
4,10YR4/4 褐色シルト
　しまり強、粘性中
　炭化物、摩耗した遺物片を含む
    酸化鉄が濃集する
5,10YR5/6 黄褐色粘土
   しまり強、粘性中
   摩耗した遺物片を含む
6,10YR5/6 黄褐色粘土
   しまり弱、粘性中
   最大径 10cm、平均径 1cm の円礫を含む
7,10YR3/3 暗褐色礫
   しまり弱、粘性中
   基質は中粒砂で、基質支持
   最大径 15cm、平均径 3cm の円礫からなる

SI1,10YR3/3 暗褐色粘土
　   しまり中、粘性強
　   最大径20cm、平均径3cmの礫を少量含む
　   炭化物、遺物片を含む

SI1 

遺構外

A 区トレンチ SI1 検出図

1:60 2m0

第4₉図　藤塚遺跡遺構概要図
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（ 2）遺物

藤塚遺跡工事立会で出土した土器は、 ４点を図示した。器種分類は、本書第 3表（p.４９）に準じる。

１～ 3は、土師器甕の底部である。 １は、外面の体部下半に縦方向のナデを施す。 ２は、外面の体部

下半に丁寧なナデなどを施していないため、粘土紐積み上げ痕が見える。 3は、立ち上がりがなだらか

で明確な屈曲点をもたない。 ４は、須恵器甕の体部上半である。外面にはタタキ目が残り、内面はナデ

調整である。

いずれも破片資料で全体がわかる資料ではないため詳細な時期比定はできないが、藤塚遺跡での過去

の発掘調査結果から、古墳時代後期～奈良時代の遺物と推定できる。

1:3 10cm00

1 2

3

4

1 2 3 4

第50図　藤塚遺跡出土土器

第 5表　藤塚遺跡出土土器観察表

No. 遺構 層位 種別 器種 残存部位 口径
（cm）

底径
（cm） 実・復 器高

（cm）
技法の特徴

外面 内面 底部

１ SI 不明 土師器 甕 体部～底部 不明 ６.６� 復元 ２.５ ナデ ナデ ナデ

２ SI 不明 土師器 甕 体部～底部 不明 ７.0� 復元 ２.７ オサエ 粗いナデ 荒れ

3 SI 不明 土師器 甕F 体部～底部 不明 １２.3� 復元 １.６ ナデ ナデ ナデ

４ SI 不明 須恵器 甕 体部 不明 不明 不明 ２.６ タタキ 指頭圧痕＋ナデ 不明
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1 　A区遠景（東から） 2　A区近景（西から）

7　SI 1 調査状況（南西から） 8　B区北壁

5　SI 1 検出状況（西から） 6　SI 1 調査状況（東から）

3　A区近景（南東から） 4　A区北壁

第 3章　工事立会

─�58�─



引用・参考文献（五十音順）

明科町史編纂会編　１９８４　『明科町史』上巻　明科町史刊行会
安曇野市教育委員会　２00９　『三枚橋・藤塚遺跡―安曇野市穂高交流学習センター建設工事に伴う埋蔵文化財発
掘調査報告書―』安曇野市の埋蔵文化財第 ２集　安曇野市教育委員会

安曇野市教育委員会　２0１3　『平成２3年度安曇野市埋蔵文化財発掘調査報告書―明科遺跡群古殿屋敷（第 １
次）・明科遺跡群栄町遺跡（第 3次）―』安曇野市の埋蔵文化財第 ６集　安曇野市教育委員会

安曇野市教育委員会　２0１４　『平成２４年度安曇野市埋蔵文化財発掘調査報告書―明科遺跡群栄町遺跡（第 ４次）
―』安曇野市の埋蔵文化財第 ７集　安曇野市教育委員会
安曇野市教育委員会　２0１７　『新林遺跡 3―立体駐車場建設に伴う第 3次発掘調査報告書―』安曇野市の埋蔵文
化財第１3集　安曇野市教育委員会
安曇野市教育委員会　２0１８　『平成２８年度安曇野市埋蔵文化財調査報告書』安曇野市の埋蔵文化財第１５集　安曇
野市教育委員会
安曇野市教育委員会　２0１９a　『平成２９年度安曇野市埋蔵文化財調査報告書』安曇野市の埋蔵文化財第１７集　安
曇野市教育委員会
安曇野市教育委員会　２0１９b　『潮遺跡群潮神明宮前遺跡 3―安曇野市消防団第 ７分団第 １部詰所新築工事に伴
う第 3次発掘調査報告書―』安曇野市の埋蔵文化財第１８集　安曇野市教育委員会
小平和夫　１９９0　「古代の土器」『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書 ４―松本市内その １―総論編』　
長野県埋蔵文化財センター発掘調査報告書 ４　長野県埋蔵文化財センター　pp.９７-１５８
長野県編　１９８８　『長野県史�考古資料編』全 １巻（ ４）遺構・遺物　長野県史刊行会
長野県埋蔵文化財センター　１９８９　『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書 3―塩尻市内その ２―吉田
川西遺跡』長野県埋蔵文化財センター発掘調査報告書 3　長野県埋蔵文化財センター
長野県埋蔵文化財センター　１９９3　『北村遺跡―中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書１１（明科町内）
―』長野県埋蔵文化財センター発掘調査報告書１４　長野県埋蔵文化財センター
長野県埋蔵文化財センター　２00５　『安曇野農業水利事業あづみ野排水路埋蔵文化財発掘調査報告書―三郷村内
―三角原遺跡』長野県埋蔵文化財センター発掘調査報告書７６　長野県埋蔵文化財センター
原明芳　１９９６　「 ７ 　甲信地域の ８・ ９世紀の煮炊具」『古代の土器研究―律令的土器様式の西・東 ４ 　煮炊具
―』　古代の土器研究会　pp.１0１-１0８
松本市教育委員会　２0１８　『長野県松本市　高畑遺跡　第 ６次発掘調査報告書』松本市文化財調査報告No.２30　
松本市教育委員会
三郷村教育委員会　１９９９　『三郷村埋蔵文化財（資料集）』三郷村の埋蔵文化財第 ４集　三郷村教育委員会
三郷村教育委員会　２00５　『三郷村埋蔵文化財Ⅱ―発掘調査・試掘調査報告―』三郷村の埋蔵文化財第 ７集　三
郷村教育委員会

─�59�─



調査報告書抄録
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

なかじま遺跡 集落跡 縄文時代
古代 なし 微細土器（時期

不明）、剥片 遺構確認せず。

明科遺跡群
栄町遺跡 集落跡 古代 なし なし 埋蔵文化財を確認せず。

明科遺跡群
栄町遺跡 集落跡 古代 なし 須恵器小破片 遺構確認せず。

新林遺跡 集落跡 縄文時代 なし なし 埋蔵文化財を確認せず。

栗の木下遺跡 散布地 平安時代 なし なし 埋蔵文化財を確認せず。

光遺跡群
北村遺跡 集落跡 縄文時代

～近世 なし なし 埋蔵文化財を確認せず。

光遺跡群
北村遺跡 集落跡 縄文時代

～近世 なし なし 埋蔵文化財を確認せず。

柏原遺跡 集落跡 古墳時代
～平安時代 なし なし 既出土器を報告。

等々力町巾上
巾下遺跡 集落跡

縄文時代
弥生時代
平安時代

なし なし 埋蔵文化財を確認せず。

明科遺跡群
栄町遺跡 集落跡 古代 なし なし 地表下４0cmに火災層。

地表下８0cmに竹稈。

小瀬幅遺跡 散布地 弥生時代
平安時代 なし 土師器

（平安時代） 電柱工事で土師器羽釜が出土。

追堀遺跡 集落跡 平安時代 不明 土師器、須恵器
（平安時代）

上水道管敷設掘削で、平安時代の
土師器・須恵器が出土。

藤塚遺跡 集落跡 古墳時代
平安時代 竪穴建物跡 １ 土師器、須恵器

（時期不明）
駐車場造成で竪穴建物跡を検出、
現状保存。

要　約

平成30年度に長野県安曇野市内で実施した埋蔵文化財保護措置及びこれに伴う試掘・立会
調査の結果を掲載した。発掘調査等の総数は全１８0件で、このうち１７９件を安曇野市教育委員
会が主体となって実施した。なお、この内訳は発掘調査 ２件、試掘１0件、工事立会１２１件、慎
重工事４６件である。
試掘成果については、１0件を掲載した。なかじま遺跡では、微細土器片及び剥片が少量出
土したが、明確な遺構は確認していない。明科遺跡群栄町遺跡でも、第 ２章 3 に掲載した試
掘で須恵器小破片が出土したが、遺構は確認していない。これ以外の ８件の試掘では、埋蔵
文化財は確認していない。
この他、遺物が出土した工事立会の成果を 3件掲載した。小瀬幅遺跡は、電柱工事の面積狭
小な掘削で平安時代の羽釜破片が複数出土した。追堀遺跡では、宅地造成にかかる上下水道敷
設の掘削で平安時代の土師器等が多量に出土した。掘削幅が狭小であるため、遺構詳細は確認
できていない。藤塚遺跡では、駐車場造成にかかるスロープ設置箇所で竪穴建物跡を検出した。
このため、施工者と保護協議を実施し、工事での掘削深度を浅くして遺構を現状保存するこ
ととした。

ふりがな
所収遺跡名

ふりがな
所在地

コード
北緯 東経 発掘期間 発掘面積

㎡ 発掘原因
市町村 遺跡番号

追
おっ

堀
ぽり

遺
い

跡
せき

長
なが

野
の

県
けん

安
あ

曇
づみ

野
の

市
し

穂
ほ

高
たか

１５８3番 １
外 １ 筆

２0２２0 ２ －４５
3６°
１９’
４0’’

１3７°
５3’
２3’’

２0１９0１２５
～

２0１９0１２５
５ ㎡ 宅地造成

藤
ふじ

塚
つか

遺
い

跡
せき

長
なが

野
の

県
けん

安
あ

曇
づみ

野
の

市
し

穂
ほ

高
たか

６７６４番 3
外 １ 筆

２0２２0 ２ －3８
3６°
１９’
５７’’

１3７°
５3’
１５’’

２0１９0２２１
～

２0１９0２２２
５ ㎡ 駐車場
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